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を
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う
〜

基金の運用に対する
考え方は

過度に依存しない財政構造とする

竹村　仁司議員

副市長

▲基金の推移

問
　
含
み
損
に
つ
い
て
本
市

の
認
識
は
。ま
た
、現
在
の
含

み
損
は
い
く
ら
か
。

答　

自
主
財
源
確
保
の
た

め
、基
金
運
用
策
の一つ
と
し

て
債
券
に
よ
る
運
用
を
行
っ

て
い
る
。日
本
銀
行
の
マ
イ

ナ
ス
金
利
政
策
の
導
入
に
伴

い
、普
通
預
金
や
定
期
預
金

で
は
運
用
益
が
見
込
め
な
い

た
め
、よ
り
利
率
が
高
い
超

長
期
債
券
の
購
入
を
増
加
し

て
き
た
。令
和
7
年
1
月
末

時
点
の
基
金
運
用
に
係
る
債

券
割
合
は
約
76・6
％
、そ
の

う
ち
超
長
期
債
券
の
割
合
が

高
い
こ
と
か
ら
含
み
損
が
急

速
に
増
加
し
た
。

一方
、保
有
債
券
は
全
て
国

債
等
、満
期
ま
で
保
有
す
れ

ば
元
本
が
保
証
さ
れ
る
安
全

性
が
高
い
も
の
だ
。含
み
損

は
、4
月
時
点
に
お
け
る
市

場
で
の
評
価
額
で
あ
り
、実

際
の
損
失
は
発
生
し
て
い
な

い
。額
は
約
26
億
円
だ
。

問
　
自
治
体
は
1
会
計
年

度
に
お
け
る
現
金
や
基
金
な

ど
を
運
用
し
、そ
の
運
用
益

を
得
る
こ
と
で
財
政
収
入
を

増
や
す
こ
と
が
で
き
る
。本

市
の
運
用
益
は
年
間
ど
の
ぐ

ら
い
に
な
る
の
か
。こ
れ
ま

で
の
運
用
益
は
。　
　
　
　

答　
6
年
度
は
普
通
預
金
が

約
1
3
0
万
円
、定
期
預
金

が
約
1
8
0
万
円
、債
券
が

約
9
千
万
円
で
あ
り
、合
計

約
9
3
0
0
万
円
。平
成
22

年
度
か
ら
15
年
間
の
運
用
益

は
、普
通
預
金
が
約
2
0
0

万
円
、定
期
預
金
が
約
2
億

円
、債
券
が
約
14
億
円
で
あ

り
、合
計
は
約
16
億
円
だ
。

問
　
基
金
の
運
用
に
お
け
る

運
用
益
と
利
用
の
考
え
方
は
。

答　
6
年
度
は
、ふ
る
さ
と

づ
く
り
事
業
推
進
基
金
と
地

域
づ
く
り
振
興
基
金
は
運
用

益
を
既
存
事
業
に
充
当
し
、

そ
の
他
は
、各
基
金
に
運
用

益
を
積
み
立
て
た
。

問
　
基
金
の
運
用
に
対
す
る

副
市
長
の
考
え
は
。

答　
債
券
は
満
期
ま
で
保
有

す
れ
ば
安
全
な
金
融
商
品
で

は
あ
る
が
、金
利
上
昇
に
伴

う
損
失
リ
ス
ク
が
あ
る
。安

全
性
や
流
動
性
の
確
保
の
観

点
に
お
い
て
、債
券
保
有
割

合
を
50
％
以
下
に
引
き
下
げ

る
よ
う
目
指
す
。

今
後
の
基
金
の
取
り
崩
し

見
込
み
を
把
握
し
、中
長
期

の
資
金
需
要
を
的
確
に
捉

え
、そ
の
上
で
現
在
の
保
有

債
券
の
状
況
を
改
善
す
る
た

め
に
、市
場
金
利
の
動
向
を

踏
ま
え
、売
却
が
可
能
と
判

断
さ
れ
た
も
の
か
ら
順
次
売

却
し
、定
期
預
金
で
の
運
用

に
切
り
替
え
る
。健
全
で
持

続
的
な
財
政
基
盤
を
構
築
す

る
た
め
に
は
、基
金
に
過
度

に
依
存
し
な
い
財
政
構
造
と

す
る
た
め
、全
庁
的
に
事
業

の
見
直
し
を
行
う
必
要
が
あ

る
。

愛西市議会だより2025/8 16


